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〈研究紹介〉

放射線に感じるプラスチック

青森大学工学部藤井正美

宇宙航空研.宇宙科学術を一般に宇街研と呼ん

でいる。宇宙研に 25年間お世話になって，この 4

月に fj 森大字へ移った。北の国へ行くことになり

ましたと話すと，川口淳一郎先生は「世界の文化

朝日市はすべて北緯 40皮より北にあります J( 手前み

そ)といって励まして下さった。能代の笑験場か

ら車で 21時間 l ちょっとの距離でもあり，実験の合

|首l をみて飲友達が訪ねてくれる。そういっ時には

近くの般ケ湯沿泉へ案内することにしている。 5

月には白いリ/ゴの花が咲き誇っていたが，早い

もので今は赤い実がきれいである。しかし青森は

世界の大きな都市の中で最も松雪量が多いと聞い

ている。私はまだ青森の冬を知らない。

清一件、大学は小さな私立大学であるが工学部が新

設されて，これから育森の産業仮興にも役立とう

l

としている。研究室の幣備はまだこれからである

が下術研時代に始めた同体飛跡検出器の研究を

もう少し続けようと思っているので，1tJ(近の進展

について紹介したい。

鉱物.ガラス，プラスチックなどの絶縁性固休

に有I屯粒 f が人射すると.その飛跡、に治って Hi傷

が残る。プラスチ" ?では分子鎖の切断がおきる。

適当な化学処理(エ y チング)をほとこすと損{む

が拡大されて‘光学顕微鏡でも楽に見ぇ，長時間

のエ y チングをほどこすと肉 UN.でも比えるように

なる。一般に JTJ錐形の穴になり，エ y チピ y トと

呼んでいる。その大きさや形から入射粒子の屯荷

やエネルギーがわかるので，これらの絶縁性固体

を I山|体飛跡、検出総と呼んでいる。飛跡に沿ってエ

y千ングが進行する速度VIは損傷の大きさに比例



‘。 "or

できるものを組うことにした。その

ためには CR-39 の約 4 倍の感度が必

gz である。

高分子の咋門家に相談したところ

CR-39 に塩;4-;化合物を少枇添加して

みてはということになった。いわゆ

る鼻薬である。多少の効果はあった

が録業の添加では限界があることが

わかった。そこで CR-39 と構造の似

た新しい樹 II旨を介成して，分子構造

と飛跡検出!創立の関係を系統的に訓

べることにした。その結」荘、イ'， :fflt 料

f の通過によって切れやすい結合苦 1\

の数を.w Iやすこと，カーポネート結合よリもさら

に弱い結合部を;1+入する必要があることがわかっ

てきた。こうして生まれたのがスルフ本ネ ト結

令を含む SR-86 である。スノレブォネートを各々 10

%. 20% 合む SR-86 (I 0) 、 SR-86(20) と比較のた

めCR-39 に高エネルギーの鉄イオンを開射して山

米たエ y チピ y トの断而を l王I 1 に示した。この1i

j'f を秋葉先生にお見せすると「大穴を mっている

わけですね J と青われた。

鉄イオンに対して!感度が上がったので χ/β の小

さな杭干ーが検出できるかと期待したが.どヲいう

わけか併い料千に対しては感度が上がっていない。

しばらく好い考えがなくて悶っていたが.カーポ

ネート結合を合む制目の長さを変えてみようとい

うことになり. 77 ビ化'子の長谷川さんがいくつ

かサンプ Jレを作ってくれた。図 2 に示すモ /7

の分 f 構造で. m=1 のものとm=2のものをい

ろいろの割合で混令し共-m作させたのである.平

均でm =1.6のとき感度が披大になることがわかっ

たので.このサンプJレをSR-90と l呼ぶことにした。

数MeVの陽子を!I(l，射してみると.こんどはz/βの

小さいところでもCR-39の約 3 怖の!態度を不す。

開発U 標にかなリjJi-つ'いたといえる。

ところがSR-90は重合してすぐの時は!創立が問

CR ・ 39 ISR-8制0) I SR-86(20)

SR-86 とCR-39 で被出した 1 .7 GeVjn の鉄イオンによる

工ツチピットの断面

図 T

する。月足跡、のないところもエ y チングで侵食され

るが.その速度を Vb とすると.円錐のJj'j角は V，

と Vb の比で決る。ロケ y トの y ヨ ， J ウェ ブの

角度がロケ y トの速度とす述内比で決まるのとよ

く似ている。

ガラスや鉱物と比べて，一般にプラスチ y クは

イ'Jf'HL 牧子に対する感度が日<. 'I'でも CR-39 と l呼

ばれるメガネレンズ III のプラスチ y クは感度が向

い。飛跡検出総としてその性能が諭文に発表され

たのは 1978 年のことである。ニれまで一般に使わ

れてきた凱 of ・;f?Htのプラスチ y クよリ f創立が高い

のは CR-39 が熱硬化性樹脂で 3 次花的網 H 構造を

しているからだと， tl われる。叩稲 rn 大·'t の道家先

生のグループは H 本製の CR-39 を気球に， I車せてヰ:

Hi 線'I'の jλ Iiの原子肢が検iI\できることを儲かめ

た。すなわち村「の 'aI. fi:j をし光速度に対するが 1

f の速度を βとすると z/β-6 の粒 f が検出でき

たことになる。西村純先生もいち早〈注 U さ tし少

し工夫すればもっと感伎の高いものが山来るので

はないかと f1- われた。宇宙のjl;索組成に比べて宇

宙線中にはリチウム，ベリリウム，ポロンなどが

多い。これは吊ぃ原子肢が J{ ↑日!ガスと術'欠して出

来ると考えられる。そこで.在、は新しい }I~ 閥、検出

総の開発同僚として宇宙線中のリチウムまで検出

CH2=CH-CH2-0 ・COO-( ーCH2-CH2-0-CH2-CH2-0-COO-)m-CH2-CH=CH2

図 2 SR-90 の重合に用いだモノマーの分子情造

。
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暗室時計の文字鎗(を)と夜光塗料から出る

戸ルフ?線のラジオグラフィー(石)
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1

い。しかしその-f忽ははずれて*業主芋閉会\"'で

保存しても.ヰ!.i品て'はやはリ感l主が低卜する。従

って今は 'ill合同H年に発生する何か低分子量の物

質が感度をI:げる働きをしており.モーJレド中で

保存するか. fJ\;弘にしておくと.この物質が逃げ

てゆくのを防げるのではないかと考えている。し

かしこの物質は一体何なのか.高分子が IN·llljの償

1I 1 力男さんとー紡に tin をひねっているところであ

聞

も

E
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る。

i局体飛跡検山総には色々とおもしろい応!Hがあ

るので.最後にそのいくつかを紹介してみたい。

断府などに変化があると地下から政射伯のラドン

ガスが出てくる。ラドンガスからのアル77線を

つかまえ，その異常 j骨加から J也誌の-f知をしよう

という実験が世界の地震多発地借でいくつか行わ

担出
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タバコの葉に付着したポロニウム210から

の戸ルファ線の横出
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いが，時 lHJがたつと感度がどんどんfJ\;卜すること

がわかった。そこで感度の時 all変化を詳しく謝べ

ることにした.新しく SR-90の板を作ってもらい、

それを小さなサンプルに切リ分けた。そのうち半

数のサ/プルにはすぐに 7 イ "I/' ョン・ 7 ラグメ

/トと 6MeVのアル77 総を附射した。 IIfl射した

ものと求 H1J射のものの半数を冷蔵庫で句残りを室

rill-It てa保存した。適当な口数が給過する毎に次々と

サンプノレを取り出して，未聞射のものはすぐ聞射

した後 mt射I月のものと -inにエ y チングした。

その結果を閃 3 に示してある。この図から本温に

おくと約20 1:1で感度が半分になってしまうが.冷

蔵庫に保存すると 100 1:1くらいたってもほぼ最初

の感度を保つことがわかる。しかしここで大変不

思議なことは. SR-90 を電子干してすぐに 1m射して

山米た山ぃ成湖、と，エ y チングの前に m!射して:.1.1

*た析しい~~湖、の検 HH感度に差が無いということ

である.これは飛跡、が時 I~I と共に消えてゆくので

はなく，検出様であるプラス千 >7 そのものが劣

化していることを市している。

SR-90はガラスのモ ノレドにモノ 7ーを流し込

出l主を少しずつ tげて重合させるが.このモ

ールドから取り出きないでおいたサンプノレがあっ

た。数ヵ川して取り出してみると、五 t比て'保存し

ていたにもかかわらず.ほとんど感度が低下して

いない。雫気中の円安業がプラスチ y クの劣化に関

係しているとすると.ガラスのモールドが問責索の

似人を ~)j ぷ感度の保持に役立ったのかもしれな

み.



るが， 1)(15 に d、したように CR-39を使うと谷易に

検出することが山来る。どうもタバコは吸わない

に越したことは無いようである。

SR-90については，今年の 9 月に北京で聞かれ

た飛跡検出協の国際会談で報侍した。 CR-39 より

感度の高い新しい検山総が完成すると.検出でき

る屯イJ~iやエネルギーの範|捌が広がり.史にまたお

もしろい応用分野が開かれると期待している。

(ふじい・まさみ)

光で物体的像を記録するのを 7 ォトグラフィー

と言ゥカヘ放射線で像を記録することをラジオグ

ラ 7 ィーと l呼んでいる。昔の依光時計の文7・盤に

はラジウムの入った塗料が使われていたので，文

字慌にCR-39を張り付けてみた。しばらくしてエ

y 千ングしてみると図 4 に不したように，アノレ7

7 線によるエ y チピットの多いところが数字と主

って浮かび」てがってきた。

タバコの業には宅気中のラドンが崩壊して出来

た放射性のポロニウム210がごく微量蓄積されてい

お知らせ班蹴店店班車店店店蹴店東南東京**東南東車京車車車車凧酌

*ロケット・衛星関係の作業スケジューJレ( 12 月， '93年 1 月) 喝，

12 月 '93 年 月

1 5 10 15 20 25 30 1 5 10 15 20 25 30

M-3S11-]
〔ロケット〕斜l斗Lオベレーンヨノ

M-3511 ・7

{%まで)(KSCI フライトオベレーンヨン

ASTRO-D 蛇合試験 [ASTKO-1J)

(ISASI (KSCI
5-520 ・ 16 5-520-16
噛合わせ フライト才ペレ ンヨ/

I1SAS) (KSC)
5-520-17 噛合わせ

I1SAS)

一」き言*能代口約ト実験場 30 周年
閉山 4引\ (表紙写真，撮影.杉山吉昭)
凶事情 H
'I:主三主立/ 本年はロケントモータ・エンジン

の地上燃焼などの基従 開発研究実験を行う目的

のもとに能代試験場が設立されてから 30 周年に当

たり，去る 10 月 25 日.現地で記念祝賀式典が挙行

された。能代における尖験では大量の|胡体推進薬

液体水素などを.運搬・J! j 蔵そして消費する作

業を伴うため.地元関係省を始め多方 1hi の方々の

理解・協力が是非とも必要であり，お陰で過去 30

年間新型ロケット誕生の I也として数々の成果を挙

げ今日に乏ったことは喜びに絶えな L、。これを機

会に特に能代試験場における業務の遂行に功績の

あった 41 にのぼる公共機関 団体・会社側人が

表彰を受けた。

折しも完成をみた M-V の大気燃焼設備，一新さ

れた;十川 l系.実験1\'のエアターボラムジェ y トエ

ンジンが公開され、過去 30 年に亙る|制発的歴史を

掠り返る展示品が約 400 名の見学者の一院に供さ

れた。

-4-



また， ISAS の・I>業について大 hの坪.解を深め

るべく.松尾弘毅・小山苧一日1\両先生が，それぞ

れ rM-V~~開発計画J・ rn ・惑早採脊計l耐IJ と題

する記念講演を山本広域交流センタて'行った。

(岩 1 1:1 1 彬)

*宇宙科学講演と映画の会(関西)開催される

10)1IIt1(11) 141 時から大阪 iii 北区中之島の 7 ェス

ティパノレ・リサイタノレホ ノレにおいて， I比J j1 q J也 l止

における「字'山糾 ι' f:滞納と映画の会 J が実地され

fニ。

ruf4: i~( と映両の会J は司東京都&ぴ相模原市に

おいて.毎年':)<泌されているが，本年は国際宇'山

年(J SY) を記念して. I則丙地区においても宇宙

科学研究について広〈一般の理解を求めるため尖

施されたものである.

内 I，は抜けるような秋空で.大阪では.御堂筋

ハレードやプロ野球の阪神 ヤクルト戦が予定さ

れており.人.t~j .rf数が危ぶまれたが.約 400 人の

聴衆で会場はほぼ jl~j防だった。

相政町、 iii の一般公|品l で. ミニミニ宇'昨下校の校

長先'I としてキベリア卜分な小山助教授の快活て'

明朗な司会からもEがl品l き.秋葉所長のOHPを使っ

た寸・'Iii，Ifの紹介と挨拶がとても解りやすかった。

!峡l耐lは.改訂版の rWELCOME TOlSASJ

(初公開)と r M-3SII-6/ ょうこう J が上映さ

it た。

.J> i宙 Ii ，大阪大学王理学部の'凶本教授による rx

線 }l~. とブラ y クホール J &ひ'4>'研'先所の三 illi 教 Ill:

による r宇宙桃造物の伏伴」て二解りやすい議出

に聴衆は拍子喝采であった。

質疑応答では.プラ y クホ ルに l刻するものが

大半であったが.宇宙構造物の材質や強度に|期す

るものや地球外の知的生物・人工衛~の愛称にい

たるまで.幅広い質問が続き.'7而科学に対する

関西地区の人々の関心の i窃さを示していた。

関京地区以外でj<}J的て実施された「講演と映画

の会」であったが.このよっに大成 r}Jに終わった

のは.市民の関心、の閉さもさる !F- ながら，後 it:を

いただいた地疋の大阪 IU ，大阪府教育委貝会. N

HK大阪放送局や同好会誌て'.p R をしていただい

た大阪市立科学館等の関係者のおかげであり.紙

上を 1廿リて l半〈御礼を申し上げる次第です。

(~柴崎正夫)

*ATRエンジン熱焼試験

寸字: 'r而h

究としてH附目布和]6ω3年皮カか、らエ7一夕一ポラムジエ y

ト (AT、 R) の IJ開i持別~.Jげ7発H町研!斤f究を進めてきました。 ATRエ

ンジンは大気中のZ雫E気を両椴長化丹削lリl として H吸岨い込み水

正素;を燃 t町焼f史t させ' そ同燃焼ガスジエソトによって推

力を得る推進機関です。飛行中に般化舟IJの空気を

吸い込むので従米のロケン卜推進に比較して推進

剤の重量は約 7 分の l になり.比十世))を lOt古以卜

に向上することができます。このエンジンはスペ

ースプレーン等円高性能な宇而輸送システムの推

進機関に応用することが期待されています。

字泊。研で開発している ATRエンジンはタ ポジ

ェットとラムジエ y トを絞合化したもので.地上

静止状態か勺マツノ、 6 の飛行速度まで有効な推

力を発生できます。この万式のATR を宇街機に応

刑するため次のような特徴を持っています。

(1)燃料として液体水素だけを IIJ いるため，エ

キスパンダーサイクルを利糊しています。

(2) ターボ機械 (7 ァンおよびタービン)を特

Hi:化するため 7 ァンの同上にタービンを

配目したチ y プタ ビン形式を採肘してい

ます。

(3) ターボ機械の軸受にセラミ， 7ベアリング

を採用し潤滑および冷却 lシステムが必要

ありません。

(4) エアーインテ 7 に液体水，tを冷却材にIf!

p
h
d



ATREX-6-1 AηlEX-6-2 ATREX-6-3A ATREX-6-3B ATREX-6-4 幽 直

試験日 IOfl281:1 IOH29R lofl31 日 10月 31 日 IIH2 日

推力 (kg!) 435 430 421 383 423 409

比11，げ )(sec) 1, 195 1.287 1.403 1, 390 1,390 1.360

lill 転数 (rpm) 18 , 520 18 , 210 18 , 918 18 ,490 18 ,440 17 ,800

逆転時間〔抄〕 24 40 26.5 50 60

いたプリクーラーを備え，雫カ JJ日熱町内生

利用と向速飛行における 7 アンの作動を IIJ

能にしています。

ATR エンジンの rm 発研究は次の 3 段附の誹 f耐試

験を総てそのシステムを縫立する計画です。

(I) 地上・静止状態における ATR エンジンの件

能と機能の評 1凶

(2) 高速飛行状態を校似した胤洞を用いた試験

による評価

(3) 笑際の飛行による ATR エンジンの詳細

第 l 段階のf. ·I'1 曲試験は実機の問分のーの大きさ

のエンジンを用いて平成 2 年から始まり，今 1 1.1 1 で

6 却JU になります。これまでに行った総試験問数

は30 回で，総逆転時 H-\l は 1 ， 190 秒です。今凶の試

験の目的は ATR エンジンサイクル全体の特性を評

価することです。燃焼試験は 10H28 日， 29 日， 31

n, 11 月 2 1:1に合計 511.1 1行いました。試験の紡呆.

Sl 辿if直を超える性能であることが硲認され.試験

後の検査でもエンジンには民';i';tt認められません

て・した。

この試験によって昭和63年度から開始した第 l

期計画はその日襟を達成 L，無事に終了すること

ができました。平成 5 年度からは第 2 JUI計画に進

む予定です。

今回の試験の主な結来を t表に示します。

(抑l次filiL)

合 ASTRO-D総合試験その後

秋も深まり， ASTRO-D衛星の総合試験も&終

試験へと入ってきた。 9 月下旬以降10H 末にかけ

ては，対ロケ y ト噛み合せ試験， 3 週間の単備期l

mJ をおいて熱rr空試験が行われた。

ASTRO- 1) 1桁星は，ノーズ7 ェアリングの~i 芥

7ージ/ぎリぎりのサイズに設計されている。 ;l't

ロケ y ト噛み合せ試験では 1，新民がノーズ7 ェア

リングのJ午谷範凶の中にすっぽリ収まってくれる

かどうか，図I師では卜分に硲74 しであるとは弓え，

心配であった。 9 月 28 日から 10 }J 2 日まで 1 ;坦 tHJ

をかけて行われた試験は.組み付け上のT';主いは

あったが1<軒tit.. ロケ y ト本体の哨み合せ自身は

問題はなかった。心開己していたノーズフェアリン

グと衛星との7ージンも許谷範附の中に収まって

いた。災際の組み込み状態を見ると.衛星が如何

にもノーズフェアリングをなぞった毛主な形をして

おり 1者尽設五!の背心をしのばせる。

熱』正司王試験は， 10FJ21 1:1に排気を開始 L ， 301:1

に以 Z去を破るまで約 10 日 )ll] にわたり行われた。準

備期間も 3; 担問に及び， トータノレで約 i ヵ刈問。

総介試験のメインイベントである。

ASTRO-D 衛星では， X 線望遠鏡を載せたオプ

テイカノレベンチが軌道投入約 1 週間後にや II 泌され

る。今 1 1.1 1の熱真空試験ではそれを模擬するため，
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coldモードで 3 日間l衛星を抜笹後，熱A空槽内で

{申展試験が行われた。オプテイカルベンチを実際

に f'l'展させると，大きいと思っていた熱真空槽の

天対の日さと同限度の日さとなる。試験的に， fill

腿後のオプテイカノレベンチを被う IRパネノレを含め，

真空糟と術阜のマージンが慎重に検討された。 fl~

皮試験は25 円， Iol曜の夜，関係者注目の'I'で行わ

れた。 ('1 ' &正式験 Ii 順調に進み.伸展速度も予定通

りであリ， flll& 是後のラ y チのステータスを無事受

取り.終了した。オプテイカルベンチ f~1 展は今回

の衛星の梨て同あるため.関係省一同胸をなで下ろ

した。

観測機械の一つ SIS (X 線CCD カメラ)は，ラ

ジエ ターとペルチェ索一千によって wc 将!主ま

で検 tl:'. 器を冷却する。このため，今 l副の試験は，

軌道上と同じ衛 111 に組み込み状態で動作させる故

初て'最後の地ト試験となる。ラジエ-?との熱的

バランスも実際に初めて確認て'きる。また，素 f

の保護のため Hちヒげ前には点空に封じられた差

をコマンドで l井lける動作ふ衛星実装状態では今

回が初めての経験である。訟を聞ける試験で.開

様ステ タスの確認に手 IBJ 取った仮を除けば.試

験は順調に進み、 QL によっても SIS の優れた性能

の一端が垣間見られた。

この他.熱』 12E 試験て'の EPT-SA のパトソレ展開

機能の試験等これまでの衛 11. にない試験も行われ

た。これを含めその他の機株についても，問題と

与一えられる点はなく，長期にわたる連続運転につ

き令う人間に活干の疲労は残したかも知れないが，

順訓に試験終了した。

打ち上げまであと 100 日を切った。長期にわた

った相挟!阜、での衛星試験もあと 2 ヵ月脱皮で終了

となる。地上系のソフト開発などを含めいよいよ

段終段階を迎えた。よりよい結果に結ひ 'H けるた

め.後もうーふんばりだ。(紀伊恒男)

第12 回 IACG 開催される

さる 10 月 29 [I(村と 30 日(鎗の両目、ワンントンリ

c，のウォーターゲイト・ホテルにおいて.第 12 回

lAce (字謝料プー関係機関連絡協議会)が NASA

の主催で開催され，次の 4 機関から合計 40名が出

席した。( )内は首席代表。

, ISAS(日本乍街科学研究所.秋葉鍬二日 1\ )

, ESA(ヨーロッパ宇宙機関 R.Bonnet)

RSA(ロンア宇宙局: A.ealeev)

NASA(アメリカ航空宇宙局 L.Fisk)

lAce の本会議に先立って.協力の中心テー 7

である太陽地球系科学に関するワ キンググル

プ(第 l 科学，第 2 データ交換，第 3 ミ y

ション計画)が IOH28 1ol(4<)にそれぞれ聞かれ，こ

こ l 年 1m の活動のまとめを行った。またパネノレ(第

I スペース VLBI ，1I\ 2 ・惑li1・小大体，第 3

:高エネノレギ一宇宙物理学)のうち第 2 パネノレも

行われた.

本会議は， NASA のL. Fisk が司会をつとめ，議

事次第を採択した後，まず各パネルからの活動の

まとめが行われた。特に第 2 パネル(惑星小天体)

からは，すべての機関が火Jt探在計画をもってい

る半実に鑑みて，火星探脊に関するワ-:7;'"ヨ y

プを持つことが提案され，米年 3 月にヴィースパ

ーデンて'の開催が決められた。

ついで 4 機関の 1 年間 iの雨量 jJ報告がなされた。

ISY における lAce の市動について酋 ITI教授

(lAce事務局長)の報告， ISSI(凶際宇宙科学研

究所)設立に関する報告 (M.Huber) についで各

ワーキンググループの報告があり，これにもとづ

いて.新たな観測データに依拠した放射線衛の新

規モデル化(第 1 )，デ-?·7 ォー7' 0y トの規格

化(第 2 )などが話し合われた.

今回のlAce 会議の特徴は 4 機関の活動報告

がきわめて明I僚な形で充実してなされたこと，ど

の分野においても字'由科学研究所の諸術.h\の成果

が短めて高い評価を受けたことである。

次回は来年ロンアの主催で聞かれる。

(A'cJ川泰宣)
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特別寄稿

国際宇宙大学(ISU)

神奈川大学西村 純

退官の後はどの様にして毎日を過ごすか。先ず

納はゆっくり寝て，朝l飯とも主主飯とも付かないも

のを伐る.それから机に Iii} って.かねてよりやり

たかった計鈎等に没減して楽しむ。タ Jjは早めに

きりあげて.お柄てeも飲んでご就寝。時には宇宙

研を訪れて.所長室で F忙しくて大変て'すね』な

どと秋葉所長に労いの言葉を僻けてから研究室回

り。夜ともなれば管理部にあらわれて飲みに行こ

うよと誘う。そうだ.今まで殆ど休んだ'I'.のない

夏休みも J.んだんに有る。ヨーロ y パの計者IIなど

を訪れてワインを傾けて優雅に過ごすか 。

だが.現実はなかなか厳しし夢はいつのまに

かdU.去ってしまった。間際宇術大学は今年で 5

回目。一IIIIH がMIT. 次ぎがトロン卜.ストラス

ブルグ 'J ールーズときて北九州市である。

lIarvardBusinessSchool にならって， --i::ffi
に関する幅広い分肘(乍'山政策から.生命科ザ，

字H.i科学・エザリニ至るまで)を一流の講師を揃えて

集中町 Jに教育し. t見世 f の広い将米の幹部を養成す

る。多くのぷ外国の人と付き合って. I主|際協力の

際の人脈にもなると言う狙いもある。日本で聞く

のだから. l~ 本人が誰か本絡的に而倒をよ Lるべき

だという iEI 漏らしきものが先ず出て.次いで暇そ

う主的は彩、だか句それをやるべきだと古う請にな

った

今年の ISU はマ:生さんは 30 ヵ|企 lから 130 人.講

師は外国から 100 人. 1::1牛;人講師は約 60 人と言う

大部隊。外酬の先 'I'_h の点義にたいする周到な準

備には深い感銘を受けた 学生が採点してそれを

見て先 '1'- は講義のやり方を修正する。

Dean を引き受けることになって慌てたのはいろ

んな委員会である。英語て・司会せねばな句ない。

週 2 団の教授会に IH てみると.皆やたらに俊o!iで

ある 全〈外 1£1人は良くしゃべりますな/和 Iを言

っているか分からないのを斤]会する半さ。教授会

の前円になると.やや妥銭。しかしそのうち司

何とかなれてきた。教授会が延びると任食を食い

はぐれる。

r早くすんで，ゆっくり金飯が食える』とほめ

てくれる人も出てきた。余 I) 反応しない司会者相

手ではおしゃべり mlJ も窓気 l狙喪したのかも知れな

い。閃みに，食 eli は食券制。食'f.町時に飲むビー

ルに変える:j;むできるロ外で食事をして使わない

と無駄になる。長友君の忠 fさんの発案で.そん

な時には全 1祁ビールの小瓶に変える。討にビール

の小紙が山偵して一時間越になった。

lSU が盛り」ーがったのは丁度以ん中あたり，試

験も摘んで附 f 島への F 】 eld 丁目 p と出恥巡り。後

半に人ると夏祭りや花火大会がやたらに続〈。そ

れにお図利介の reulture NighlJ はなかなかセン

スがよくてその i且を選んだおが良かったと}0; 1、える

人もいる。佼 9 時頃終わって. 1011 寺か句ダンスパ

ーティー。催中の 2 時. 3 時まで絞〈。仰は 911 与

から講義では 11K くなるのも無理はない。こちらは

12 時頃まで仕事をしてからハーティ に赴き.や

たらにお柄を飲み、出来ないダンス主どをやって

ご帰還。あの夏の i喧騒と~.さと忙しさと 11K さはな

んであったのだろうかと今む時々思い出す。

ISU が終わって.すぐ World SpaceCongresso

，IT: 外に ISU関係者が会議に多い。 ISUは同会の小

会派ωーの勢力がある。いつも外岡に行くと.一週

間J <らいでやり切れなくなったが，今 In1 は外|主|に

肘ると古う注射Ii惑は無かった。

ISUは学生にとって，国際的感賞;を 131かにする

のが目的であるが.先'七にとってもよい勉強の場

であったらしい。

-fいにして今年のlSUは灯評の内に終わった。

紋後になってしまったが.末吉北九州市長をMめ

今年のISU を企阿し.参加 L. ニ.it:助賜った多く

の方々に深い敬意を表させて裁きたし、。

(.-n山
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地球の仲間たち

太陽の周りを地球と Iii] じように凶っている星が

わが太陽系には 9 つあり.これらがi惑星と呼ばれ

るものであることはよく担l られている。すなわち

太陽に近い方から順に水足，金星，地球，火星，

木星. I:~，天Di1.司海=巨星 R王星がそれであ

る。この他に火星と木』止の軌道の間にある数多く

の小惑lf. 時に太陽の近くまで接近して長い尾を

引く台Pl~ も太陽系の1'1 1 nil であることも忘れてはな

らない。

これらのうち水星，金J"j~..火星，小惑星は地球

と似た岩石賀の天体であり，地球型fS原と呼ばれ

る。一方木星.土原，天モ星，海上尾は主として

水素とヘリウムからなるガスの天体であり.木

県~~!f'8gと呼んでいる。太陽系の一得外側を凶っ

ている~，~不足も長い間，この木!Jl.'.\'1惑星のー只と

与えられていたが JiX:近の量J1iJIIJによればどうやら

民王星は氷の惑星のようである。木星や土星には

多くの氷を主体とする衛星があるが，冥王星はこ

れらの衛星と同じような組成を持っているらしい。

これらは氷型惑星と言って良いであろう。

「ミニミニ宇宙学校J でここまで話をした所，

次のよフな質問がでた。

「それではなぜ太陽に近い位置にある惑星が岩石

質の251ずであリ，速い位i世にある惑星がガスの天

体になったのでしょうか。また木lj)j辺惑Mよりさ

らに遠い冥±尽はなぜガスの惑星ではなし氷の

惑星なのでしょうかJ.

これはまことに良い質問だ。一口でこの質問に

終えるのは維しいし，まだ誰も本当の答えを知っ

ているわけではない。が，栄えある r ミニミニ宇

宙学校J の先生としては rこれは難しい問題で

す」とだけ言って済ませるわけにもいかない。

そこでおおよそ次のような答えをした。

~:E:昼は l原始太陽を取り阻む盛とガスの2Eである

原始太陽系早雲の中で作られた。原始太陽系星2E

は太陽に近い }jが場度が高仁木足早J惑星の領域

水谷

では比較的温度が低〈保たれていた。このため太

陽に近い領域では金属鉄， ~主鮫塩のみがガスから

凝縮し，固体の墜となる。一万太陽から遼い領域

では温度が低いために原始太陽系にたくさんある

水素と酸素からH20が猿縮て'き.氷が盤の主成分

となる。この領械では金属欽や珪酸温もI!f: となる

が.圧倒的に多量に出米るのは氷てeある。

太陽系足芸の中で出米たLIJi:は星雲の赤道l自lに沈

澱し，盛の円盤を形づくる。燃がつもってこの獲

の円盤の密度がある限界値を越えると，円盤は重

力的に不安定になり.円盤は分裂し直径10km程度

の盤的玉が無数にできる。この些の玉を微惑星と

呼んて'いる。惑星は微惑星が互いに衝突しながら

成長し.やがて7ノレサイズの惑星になる。

この考えに立てば，太陽に近い領域では微惑星

そのものが金胤鉄と珪酸J:li;で出米ているので，そ

れから作られるf惑星も In]機な組成を持つことにな

るのは当然である。一方木星司自惑星の領域では微

惑星は氷から出来ている.氷の微惑星はこの領域

にはたくさんあるので.それから作られる惑星の

該は地球の10倍以上の質祉にまで成長する事が有

り得る。このように大きく成長した惑星は周辺の

水素，へリュームガスを自分の重力で引きよせて，

やがてこれらは中心に氷の絞，外側に水議，へリ

ユ ムをもった惑尾になる。ニれが木星型惑星の

委である。冥五星は氷の絞が十分な大きさに成長

できなかったために，ガスを引き寄せられず.ガ

スの惑星になり得なかったのであろう。あるいは

:?;£31.領域てつjくの伎がて・きあがる頃には.原始太

陽系星雲からガスがなくなってしまったために，

冥王星は水の惑主lに留まったのかもしれない。

これが「ミニミニ宇宙学校J での質問に対する

私の答えであった。 ISA S ニュースの読者の中に

はこの私の答えと違う答えを持っている方もいら

っしゃるかも知れないe そういう万はせ'ひこっそ

り私に本当の答えをお教え願えれば幸いである。

(みずたに・ひとし)
-9-
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ハンツヒ、ルの綿畑

山下雅道

「タクシーの影はなく. Jli も"*前予約なしには

借りられないー附建ての空港で途方にくれたのが

何年か iiijの来初め。~t1.$.を1M'りにまた空港に逆

戻りする始末J r ，ダウンタウンを歩いてみろよ.

!J主いているだけで逮捕されるから」そんな冗談は

ハン Y ピルに来る前に II小、ておきたかった。サー.

7ムが語尾にそえられるアメリカ南部の典明.男

の-(-が空港からホテルへ巡んでくれる道すがら.

脇に比えるのが綿畑，アラパ?の名i'liですと析を

指す。それは畑一枚て'あったのだけれど.妙に険

に焼き付いた。そんなことから我が厄に綿を毎年

植えるようになったんだ。採れた綿をつむいで慌

で染め. (供のIl~でも(上Ji:てようと粁・蒔きするの

はいいが， !t.rr夏におよそ仰を赴!像させない白と桃

色の花がl咲き，秋まるまると膨らんだ尖がはぜて

ふわふわした向い綿毛のたまがぱっくりと姿を現

すと.たちまち子供が競いあっておもちゃにして

しまっ。来年用の組子を綿もの中から取り山して

それっきリ。もっとも宇宙実験用にいろいろ縫物

をしたおかげで欽縫の腕があがり.綿から布にす

る過院は飛び越えるものの子供の加をたまに縫っ

ている。地元"7-:;./ャル宇宙飛行センター (M S

FC) の人間に説明するのだが，どうも i曲じない。

コ y トン cotton と言い立てると.相干は Tああ

カタンね」そフそフカタン糸。 rアラパ?の熱き

が仰をnてるのさ。 fill先日正の 1品皮が純lの怒さのも

とじぺ'ないの J rいや決定的問題は 1 平米という

我が畑!の面制にあるんだ」。

肝心の会議は宇宙法地7 リ -1 ムの科'"f:利用に

ついての訪問委只会，述日朝18 時か句夜10時まで

続く会議も山場を越した。今夜の会議は大統領選

候補のTV 弁論観戦との勝負だねとの斡u を吹き

飛ばすー NASAの機材ょ改革のニュースが会場に飛

び込む。宇宙研と 1\日係め深い科学応刷局(OSSA)

カf 恥1i ss ionto ド lanel Eanh と Mission from

E.rth に分割 l されたという。 II 月に米期の大統領

が決まるのにあわせてなにがしかの動きが予感き

れていたらしいものの.なぜこの時期に.どんな

な図が込められてのことなのか。こぶしをふりあ

げ官びを表す人.きっと 7Ez 活に it る人.人の輸が

出米る。告の会談は諮問 7じて dある OSS 八が突然姿

を消してしまい.戸惑いのうちに続けられる。こ

れまて 1こ宇宙人 I~! 也計同町経験してきたf{ eph.s ing.

規模紘小の Restructuring ， r: 院での予算ゼロ盆

定。計画自体的再評価も必ずや今 \nl のNASA 機補

改革に続くだろうと顔同士がうなずきあう。

「アポロ時代はこんなものじゃなかった.どこ

かおかしい。何かするのにこれほど多くのサイン

がし、るようになるなんて。安全性事:伐にしても、

聖域であることをいいことにして，いってみれば

f{ obust だ。長すぎる司!\備期間.向いコスト. uil!直.

ユ ザのいらだち。何が目的であるかを見失わ

せるようなミッンヨンの組す.て過位。 1賞金のアポ

ロの経験を呼び戻し継承するには今が最後の機会

なんだ Jo MSFC の人!日 1はいらだっ。 ff~ 用の確保.

防衛廃業の転換.高度技術競争力の制作といった

窓から眺められる宇宙開発。一般公衆を段上位の

カスタマーと{立;世づけ直し，字耐を人々の想像力

を喚起し科 'γ や Ct!!fへの取リ封 1みを動機づけるむ

のとしてとらえる。字術開発の確実な転節を N

ASA は}~，、い切った組織の改革や点検によって進

めようとしているようだ。そんな桜胤伝坊の一つ

が吹き抜けた宇'山北地の会議です。

10 月半ばのアラパ 7の宇品川は集も水分を失い.

綿がはぜざかり.畑 jJI くの道路際の芝生には吹き

飛ばされた紛がも、がリまつわリつきます。深い赤

色町土の卜に淡 'E- とまがうばかりに純 ~t が一 l面を

覆うハンツビルを見おろしながら. y 朝iの飛行機

が飛び立ちました。 ややました・まさみち)
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1込出手宙 有機星間分子 アミノ酸の探査

宇宙生命 (2)

i~~に締<l;1の n目のど~IHJは何もない真っ暗|制で

はなく，いろいろな物質(除、 f‘分子，国体微粒

子等)に i前たされているのがわかってきたのは.

lι波やA、外線望遠鏡で観測できるようになってか

らである。分子は凪転運動によりその大きさ句構

jEに応じて特有の波長の g正法と相互作用する(昼

間I~JHJからは一般に屯i庄をだすのが観測される)。

屯波培法鋭で観測した昼tUJ~聞からの'm:j，止の波長

乞 I也上の実験室てーの測定値と比較することによ

リ分 f極を決定でき.また強度から存在量がわか

る。

~，(初に比っかった 11 機分 fーは 1963年発凡された

ホルムアノレデヒドで. 多くの人々にとって子恕外

のことだった。以来尽 1m空間l で正体が明らかにな

った地問分 f の数は83tJ!にのぼり.そのうち有機

化介物(炭素化合物)は64植にもなる。このよう

な有機昼間分子が坑庄の地球上での生命体と如何

なる関係があるか大変苗l 白い問題であるが謎につ

つまれている。

下宿生命的観..../か hみると，生命体を特徴づけ

る基本 (I') "化 ，"t 物質としてタンパク質と核政が特

に興味が持たれる。前首ーは '10 命体をかたちづくり，

I章者は遺伝情報の fムj主をつかさどる。タンパク質

を情成しているのがアミ/般で，生命体には 20 種

グリシン I

/¥/C¥u
~ to,"

クリシン H

\,

¥/C¥C/O
〆 l

/0

のアミノ般が含まれている。アミノ般とは.敵性

のカノレポキシJレ基(ーeOOH)と温基性のアミ/

基 (-NH，)をもっ化学物質である。そのような

基を持つ早川l分子及びその関連物質を表1 に示す。

こニで示した存花最は飽和有機化合物が多い分子

芸での一般的な値である。制IJ えばオリオン大.h1~

や，銀河中心1J«'Jの分TSEにそのような場所があ

る。

最も簡単なアミノ椴・グリンンは下図的2 つの

立体配置をとることができる.グリシンI は H よ

り安定だが木久双優子モーメント(分f内での';1L

荷の偏り)が小さいため電波を出しにくい。極度

が低い昼間空間ではエネノレギーが高いII の}Jの存

在最は少ない。今までいくつかの分子雲で両方の

構造に対して探査が行われたがまだ見つかってい

ない。グリンンはホルムアルデヒド，アンモニア、

ンアン化水素を材料にして生成する。それら出発

物質は表l に示すよフに十分存在している。分f

に含まれる原子数から言えば政大13原子の分f ま

で見つかっているので句検出感度を卜げていけば

検出の可能性は高いと言える。野辺山宇宙~波観

測所などでの高感度な探脊が期待される。

([司立天文台野辺山.川口建太郎)

表 1 星間分子の存在量(星生成領減)

(1m'あたりの分子数で示す。

地上では2.7X lO田側/m')

分チ 存在量(例数)

水Jf;分子 H, 10凶 -1011

一酸化炭紫 eo 10'-10'

ンアン化水書 HCN 25-250

アンモニア Nib 250-2500

ホノレム 7J レデヒド I12CO 30-300

蛾般 HCOOII 5-50

蛾般メチル HCOOCH3 30-300

メチ Jレアミン CH3NH, 3-30

ンアミナド NH , CII 0.2-2

ホ Jレムアミド NH , CIIO 1-10

グリ y ン I <10

グリンン日 く l
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いも焼酎・科学衛星との出会い

上村正幸

私が最初Jに「いも焼酎」を読んだのは.いや，

飲んだのは.大学的 7 ラブの新入部只歓迎コンパ

町時であった。それまでは 1閉鎖をほとんどロにし

たことがなしせいぜい正月の御神桝ていと'て'あ

った。そんな店、があの時「いも焼酎」を I~勝カン

プで芥まされたのである。 rニんなすごい良いの

する不味い物を I J と思っても先輩速には地周し

ない。ぬを摘んでとにかく件み干したまて・は記憶

していたが，その記憶は下街の自分の部屋で日が

覚めたとニろにジャンプしていた。昨今は'学生コ

ンパのイ y キ芥みで人生の終幕をヲ 1< 者がでると

|剖くが.そんなことになっていなくて本当によか

ったと思いながら，今ではあの「すごい央いの不

味い物J をと思った「いも焼附」を「美味い勺

と 7Tいながら愛飲している。

きて.店、の記憶を一部喪失させた「いも焼再IJ

との初めての出会いの頃， II 本の宇術開発は我が

凶も人工 l:~j!l'をず]ち上げるということで L-4 S の

実験が続けられていた。当時この11 ち 1-.げはテレ

ビ ラジオで実況中継をしてくれていた。何回か

の夫敗の後，昭和45年の主主国記念日の L-4 S-5号

機の打ち上げて'ある。私は，今度はうまく行くに

違いないと下街の部屋でラジオを聞きながら jぞ

から fk}~:j を眺めていた。そう.内之ilHは下宿から

ちょうど桜}~.jの向こう側にあったのだ。ラジオか

らのカウントダウンが聞こえる。 r発射」後しば

らくして限島のIWltfから (I慨を噴きながら上昇す

る L-4 S-5号機が安を現した。 r今度こそ J r行

け Ihけ I J ... rゃったあー」 そして， fl(が国

初の人工衛星 rおおすみ」が誕生したというラジ

オ肢送を聞きながら，私は r ，、も焼酎 J で何 l立も

乾杯した。

;11 年.大宇の工学部で内之浦の見学会が計幽さ

れた. 1'.1.は興味はあったのであるが.これという

理山もなしに参加しなかった。これは「これから

何度も行くことになる KSC へ今から焦って行くこ

とはな L 、 J という天の声があったのかもしれない。

位向の [IIJ こうを I·.fl して行〈ロケ y トに対して r行

け/行け I J と思ったあの気持ちをこれから何度

も l味わフことになろうとは~(にも !LI っていなかっ

た。

その!出年， t.l.は NEC に入社した。第二希望の

「宇宙開発 J に配凶された。この年「て eん I;!.'J が

打ち上げられた。 rたんせい 3 号 J では liH 去の運

用が終わると迫いて'間合に帰った。帰。) ;若いたの

は自分の結婚式のが l 日であった。長男は「はくち

ょう」の 7 ライトオペに出発する iii) 1:1に誕生した。

次男は「たんせい 4 号」の出張から似宅した台 1 日

であった。長一 kは 色々な思い出を残して.も

う 20 年過ぎてしまった。その思い山のなかには必

ず「行け/行け I J と rいも焼耐 J での乾ががあ

る。そして.今年 MADE INJAPAN の科学術 Jl!

が宇宙開発的本場アメリカから打ち上げられた。

rGEOTAILJ て“ある。

GEOTAIL の発射時はヒソレディング AO の投え

室で指令電話を IlfIきながら，モニタテレビを駐視

していた。 FIVE ， FOUR , THREE..· カウントダ

ウンが続<. rIGNI Tl ONJ で控え宗のドアーを

|剥け外へ飛び:J~した。 ZE ひとつない背 ZE の中を G

EOTAIL を抱いた DELTA-II が上昇していく。

この 20 年!日 I，幾つもの科学術早の j I ち tげに立

ち会わせていただいたが.設計に係わった衛星を

搭載したロケットが上昇していく姿を見たのはこ

れが初めてであった。. rii け/行け I J r ガン

バレ I J 思わず涙がこぼれてくる。 .....ただ一つ.

打ち上げ直後の舵綜がいつもの「いも焼円IJ でな

かったのは残念であった。同じ KSCでも「し、も焼

/ff J までは子に入らなかった。

来年の 2 J-1には rM-3S 11-7号機/ASTRO-D

打ち上げ成功おめでとう J という乾杯の背頭で美

味しい「いも焼酎J が飲めそうだ。

(NEC，かみむら・まさゆき)
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